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ほ場整備計画に使用する資料作成の効率化について紹介します

水土里ネットやまなし

【経緯】

１. 水土里ネットやまなしでは、以前より、ほ場整備実施に向けた業務委
託として、水土里情報利活用推進事業で整備した水土里基盤図（航
空写真）や地元地権者の所有者情報やアンケート結果を用いて資料
作成を行ってきた。

２. 資料作成にあたって、地区内の情報を可視化するため、各筆の地権
者名、農地の利用状況、現況作物、今後の営農方針等の情報を図面
に反映しており、この作業について、各筆ごとに手作業で色分けを行
う必要があった。

３. そこで、 使用したGISの「Excelデータをシェープファイルの属性情報へ
付加する機能」や「項目別に図形を色塗りする機能」を用いて図面作
成の効率化を図った。

取組概要

今回紹介する団体：

【内容】

ほ場整備計画の作成時、計画実施に向けた地元との合意形成を円滑に支援す
るための資料作成をGISを用いて効率化を図った。

Excelデータ
・所有者情報 ・地番リスト
・現況作物
・農地の利用状況
・今後の営農方針

水土里基盤図

航空写真

地積図

座標データで
紐づけ

情報の
データ化

色分け情報
・RGB値による色の指定
・塗りスタイルの指定

図面完成
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■お問い合せ先

山梨県土地改良事業団体連合会 事業部 事業課 055-235-3677（直通）

SIS ver7.1

ScanSurvey VC5

ＧＩＳシステムのバージョン情報

作業手順が多いため、マニュアルを作成して本資料を作成する担当者へ周知
し、業務効率化に向けて支援する必要がある。

今後の活用予定

取組による効果

従来であれば、対象エリアの筆数に応じて１日から２日ほどかけていた作業が、
半日ほどで作業可能となった。また、Excelデータとシェープファイルを関連付ける
ことにより、情報を修正した際の図面データへの反映も容易となった。

作成した図面

各筆の地権者情報
（分散状況図）

現況作物について
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土地改良水利施設 境界明示データの収集整理・閲覧について紹介します

大阪府土地改良事業団体連合会（府内改良区）

内容： 水土里システム地図情報を活用し、施設管理図だけではなく、水利施設の
明示申請書類や境界確定図をハイパーリンクさせることで、土地改良区会員
や近傍工事施工業者等との協議や質疑に敏速にかつ適格に回答でき、関係
機関と共有することで土地改良区の運営事務をより合理化している。

取組概要

今回紹介する団体：

水土里情報システム運用データ

経緯： 土地改良区が所有管理する水利施設において境界確定がなされている路
線・区間について、管理区域を明確とするため、過去から蓄積されていた境
界確定通知書・境界査定結了通知書・受領書・確定図等を電子化し、水土里
情報システム上へ明示路線図として作図し、各路線図に電子化した資料をハ
イパーリンクすることで管理区域が明確化され、隣地との境界トラブルを防止
できる。また隣接土地所有者への管理区域説明や、管理区域に隣接する公
共工事関係者にはＧＩＳデータを用いて視覚的な説明、協議が可能となる。

コンテンツウインドウに「水路境界明示」を追加

青線：改良区水利施設（水利施設名称ラベリング）

赤線：水利施設境界確定区間表示（改良区管理番号ラベリング）

明示区間ラインデータ属性
関係市、地番、明示申請者
等の必要情報記載し、資料
検索効率を向上させる
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水土里情報システムを運用している土地改良区に対し本システムの導入を進
め、過去からの蓄積資料ペーパーレス化推進により、作業時間の削減や人的ミ
スの予防が可能となり、業務が従来の５０％程度に節減でき効率化が図れた。

今後の活用予定

取組による効果

■お問い合せ先

大阪府土地改良事業団体連合会 事務局 06-6232-8365

土地改良区に膨大に蓄積された管理施設の境界確定・明示関係資料を書庫よ
り検索し、関係者に提示するのに手作業では体力的な限界やヒューマンエラーの
発生などといった業務停滞を招く事があったが、水土里情報システム上へ境界確
定や明示資料等の書類を電子化し、データハイパーリンクを行うことで必要な時
に必要な情報を職員誰でも管理・参照できるようになり、業務の効率化がはかれ
る。

また、管理区域近郊での工事時の打合せ協議や、管理地の隣接土地相談時にお
いても水土里情報システムによる視覚的説明が可能となり、引継ぎ業務等の効率
化も実現可能である。

スタンドアロン

ArcGIS ver10／ArcReader10.8.2

QGIS ver3.42

ＧＩＳシステムのバージョン情報

明示区間ラインデータへのハイパーリンク情報（一例）

明示各路線に電子化を行った境界確定通知書・境界査定結了通知書・受領書・確定図等をリンク
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石垣島地区における施設管理要望課題管理マップについて紹介します。

水土里ネットおきなわ

内容：沖縄県八重山地区の農業水利施設に対し、農家等から県、石垣市、石垣島
土地改良区に寄せられる要望・課題について、その位置及び内容を登録、管理す
るためのマップを作成しました。

このマップでは水利施設、土壌区分図、サトウキビの単収等のレイヤを追加し、要
望・課題箇所周辺の状況を可視化し、発生要因の分析を行います。

経緯：令和５年度に、これまで紙媒体で管理されていた要望・課題のデジタル化及
びマップ化を行い、情報の可視化、共有化を図り、更新事業の円滑な採択を目的と
して開発を行いました。

取組概要

今回紹介する団体：

技師

【施設関係】□畑かん施設 □排水路 □沈砂池 □農道 

【施工関係】□基盤入替 □客土 □暗渠 □除礫 □勾配修正 

□その他（                   ）

要望課題区分

要望窓口受付簿
仮No.

受付日 受付者 年   月   日

(1/2)

（施設管理要望課題管理マップの概要）

要望・課題の発生箇所

要望・課題明細表示

土壌区分図との
重ね合わせ

サトウキビ単収図との
重ね合わせ

要望・課題一覧表示

要望・課題の見える化

要望・課題の空間分析
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（サトウキビ収量データを用いた分析例）

要望・課題の追加に加え、システム操作性等について改善を行います。

また、要望・課題箇所と基盤整備状況やサトウキビの収量データ等との関係性の
分析と地域ごとの要望・課題の発生要因の検討に対応した機能拡張を行います。

今後の活用予定

取組による効果

■お問い合せ先

沖縄県土地改良事業団体連合会換地測量部 調査測量課 （電話番号）098-888-4533

システム開発とともに過去の要望・課題台帳も含めて183件（令和６年度は15件）の
要望・課題が可視化されました。

ArcGIS Portal
ArcGIS for Server10.8(EA契約におけるライセンス利用)

ＧＩＳシステムのバージョン情報

(2/2)

基盤整備実施地区（左）と未実施地区（右）
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平均 / 正味重量の合計

地区別の単収順位順グラフ

基盤整備実施地区

基盤整備未実施地区

← 実施地区平均

未実施地区平均 →

優良ほ場

要改善ほ場

要望・課題関連性分析

→更新方針
除礫要望箇所は、単収が低い傾向
が示された。
→低単収ほ場の対策方針

（単位:kg）
要望・課題の種別と

サトウキビ収量の関係
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